
教学 の手引き 

文学部 

１～３回生 

2011
日 本 史 学 専 攻 

製版_日本史学表紙  11.3.21  16:35  ページ1



教学 の手引き 

文学部 

１～３回生 

2011
日 本 史 学 専 攻 

製版_日本史学表紙  11.3.21  16:35  ページ1



日 本 史 学 専 攻

日本史学専攻　教学紹介
¡ 教学理念・目標 …………………………………………………………………… 3

™ 履修の仕方 ………………………………………………………………………… 3

£ 履修モデル ………………………………………………………………………… 5

¢ 科目概要 …………………………………………………………………………… 6

∞ 卒業論文 …………………………………………………………………………… 8

§ 日本史研究入門を受講するにあたって　－１回生必読－ …………………… 8

¶ 卒業論文の作成と提出について　－４回生以上必読－ ……………………… 24

科目一覧と履修方法
¡ 専門科目　日本史学専攻 ………………………………………………………… 38

™ 履修方法 …………………………………………………………………………… 39

Ⅱ

Ⅰ

Table  of  Contents

「教学の手引き」の使い方

「教学の手引き」は、専攻・プログラムにおける皆さんの学びの指針となるものです。

毎年配布される履修要項とあわせて、履修に役立ててください。

この「教学の手引き」は、皆さんが卒業するまで使用するものです。

再配布はしませんので、大切に保管してください。

記載内容に変更・追加がある場合は文学部ホームページ（URL : http://www.ritsumei.jp/

lt/lt07_j.html）や掲示で随時発表しますので、定期的に確認をしてください。
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日本史学専攻　教学紹介





¡教学理念・目標

日本史学は、日本の政治・経済・社会・文化・思想などの諸分野の歴史的展開と、これを取り巻く国際的諸条件

の全体像を明らかにすることを目的とします。この歴史像の究明を通じて、今日の社会のあり方を考え、未来への

展望を切り開く営みが期待されているのです。特に、近年では「日本」あるいは「日本史」という枠組みそのもの

が問われており、この問いを通じて、世界と向きあうことになるでしょう。

歴史像の究明には、また、鋭敏な歴史意識や実証的で科学的な学問方法が要求されます。２回生から、文献を中

心とする日本史コースと、文献以外の物質資料を中心とする考古学コースに分かれて、それぞれの専門的手法を学

びますが、両者に共通して４年間の学びを通じて期待される教育目標は次のとおりです。

①　日本史に関する研究方法や研究成果を幅広く理解する。

②　日本史に関わる事象について、日本史の研究方法を用いて分析し、主体的で創造的な見解を形成できる。

③　現代や過去の世界について、日本史の研究成果を参照しながら、歴史的に問題を考察することができる。

④　日本史の研究方法や研究成果に対して積極的に関心を持ち、その妥当性を意欲的に検討する。

⑤　日本史の研究方法や研究成果と、現代社会の抱える問題との関係を積極的に見出し、歴史的観点から問題解決

の方向を探る。

⑥　日本史の研究方法を習得するとともに、研究成果を口頭および文章で論理的に発表できる。

™履修の仕方

上記の教学理念・目標に沿って、日本史学専攻のカリキュラムは、小集団教育科目（研究入門・基礎講読・演習）

を軸に、講義、史料講読の科目を組み合わせて構成されています。そして、各々の履修計画の最終段階に位置する

のが卒業論文です。

１回生
２回生から、文献資料を中心に研究する日本史コースと、物質資料を中心に研究する考古学コースに分かれます。

ただし、いずれのコースに進む場合も、双方の研究方法や研究成果をよく理解しておくことが必要なので、１回生

時には、「研究入門」で双方の研究方法や研究成果を学びます。講義科目や実習科目も自分が将来進むコースに関係

するものだけではなく、幅広く授業を受け、自分の適性や将来めざす職業にも配慮して、どのコースを選択するか、

１回生終了時には決定しなければなりません。

２回生
日本史コースでは「日本史基礎講読」、考古学コースでは「考古学基礎講読」において、それぞれの研究方法や研

究成果をより専門的に学びます。３回生からはそれぞれ時代別の演習（ゼミ）クラスに分かれますので、各コース

において、どの時代を専門的に研究するか、という点に配慮して、授業にのぞみます。ゼミ選択に際しては、教員

に積極的に相談してください。ただし、どの時代の研究も特色があり、かつ密接に関連していますので、幅広く、

その特色を理解することが必要です。最初からある時代のみに興味を集中させ、他の時代の研究に興味を示さない、

という態度は避けるべきです。講義科目もそのことを念頭において選択すべきです。

３回生
卒業論文を執筆するための基礎を仕上げる段階です。各コースの時代別の演習（ゼミ）での発表に力を注ぎなが

ら、卒業に必要な単位の大部分を３回生終了時までに取得しておく必要があります。３回生の学習の充実度が卒業

論文の成果を大きく左右します。演習以外の講義科目などの授業についても、卒業論文執筆をみすえて、関連する

専門的な研究方法や研究成果を積極的に学ぶことが必要です。３回生終了時には、卒業論文の具体的な研究テーマ

や研究方法だけではなく、研究計画も具体化しておくことが必要です。そのためには、演習担当の指導教員に積極

的に相談することが望まれます。
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４回生
卒業論文の執筆は、学生生活で最も時間と能力を必要とします。この指導を受ける場が演習ですが、授業時間以

外でも指導教員に遠慮なく、相談してください。卒業論文は、自分で資料を収集し、それを自分で分析し、独自の

研究成果を発表することが求められる点、レポートとは質的に大きく異なるものです。４回生時は就職活動で思い

通りの時間を費やすことができない場合も多いので、くれぐれも３回生時までに、必要な単位を取得し終えて、卒

業論文作成に集中できるようにしてください。

各回生について共通することですが、人文科学総合講座には日本史研究を多彩にするための多様な科目が設置さ

れています。いずれも日本史・考古学の研究にとって不可欠な隣接諸科目です。各自の問題意識や研究課題にした

がって、積極的かつ計画的に履修することが望まれます。また、日本史の研究は世界的な広がりを持っていますの

で、関連する外国語を積極的に習得することが望まれます。
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£履修モデル

日本史学専攻モデル

科
［日本史コース］ ［考古学コース］

目
＜古代・中世＞ ＜近世・近代・現代＞ ＜考　古　学＞

区

分 日本史専攻科目 その他科目 日本史専攻科目 その他科目 日本史専攻科目 その他科目

日本史概説Ⅰ～Ⅳ 歴史観の形成（教養）日本史概説Ⅰ～Ⅷ 歴史観の形成（教養）日本史概説Ⅰ・Ⅱ 歴史観の形成（教養）

日本現代史概説Ⅰ・Ⅱ 新しい日本史像（教養）日本現代史概説Ⅰ・Ⅱ 新しい日本史像（教養）日本現代史概説Ⅰ・Ⅱ 新しい日本史像（教養）

日本史研究入門 東アジアと朝鮮半島（教養） 日本史研究入門 東アジアと朝鮮半島（教養） 考古学実習入門 東アジアと朝鮮半島（教養）

考古学実習入門 文化人類学入門（教養） 科学技術と倫理（教養）日本史研究入門 文化人類学入門（教養）

１ リテラシー入門（教養） ジェンダー論（教養） エリアスタディ入門（教養）

史学概論Ⅰ・Ⅱ（人文） 文学と社会（教養） 自然人類学（教養）

日本史研究法（人文） 日本国憲法（教養） 地球科学（教養）

回 宗教学概論Ⅰ・Ⅱ（人文） 日本経済概説（教養） 科学と技術の歴史（教養）

科学と技術の歴史（教養） リテラシー入門（教養）

リテラシー入門（教養） 史学概論Ⅰ・Ⅱ（人文）

生 史学概論Ⅰ・Ⅱ（人文） 日本史研究法（人文）

日本史研究法（人文） 宗教学概論Ⅰ・Ⅱ（人文）

グローバルヒストリーⅠ・Ⅱ（学際） 自然地理学概論（地理）

社会史Ⅰ（人文） 地誌（日本）Ⅰ・Ⅱ（地理）

日本史史料講読 アメリカ史概論（人文）日本史史料講読 アメリカ史概論（人文）考古学実習 アメリカ史概論（人文）

日本史学史 ヨーロッパ史概論（人文）日本史学史 ヨーロッパ史概論（人文）考古学概説Ⅰ・Ⅱ ヨーロッパ史概論（人文）

考古学概説Ⅰ・Ⅱ 中国史概論（人文） 日本文化史Ⅰ・Ⅱ 中国史概論（人文） 考古学史 中国史概論（人文）

考古学史 神話学Ⅰ・Ⅱ（人文）日本思想史Ⅰ・Ⅱ 社会史Ⅱ（人文） 環境考古学 神話学Ⅰ・Ⅱ（人文）

２ 日本史基礎講読 民俗学Ⅰ・Ⅱ（人文）日本史基礎講読 日本演劇論（人文） 日本史学史 東洋思想Ⅰ・Ⅱ（人文）

日本文学史Ⅰ・Ⅱ（日文） 民俗学Ⅰ・Ⅱ（人文）考古学基礎講読 中国哲学史Ⅰ・Ⅱ（中文）

東洋史学史（東史） 民間文芸学（人文） 東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（東史）

回 西洋史学史（西史） 日本文学史Ⅲ・Ⅳ（日文） 環境地理学Ⅰ・Ⅱ（地理）

民族と文明の美術史（学際） 社会思想史（学際） 民族と文明の美術史（学際）

オリエント美術史（学際） 仏教美術史（学際） オリエント美術史（学際）

生 仏教美術史（学際） 日本絵画史（学際） 仏教美術史（学際）

日本絵画史（学際） 近現代の諸相（学際） 文化人類学Ⅰ・Ⅱ（学際）

文化人類学Ⅰ・Ⅱ（学際） エスニシティーとネーションⅠ・Ⅱ（学際） 人間と宗教（学際）

人間と宗教（学際）

古文書学 京都学（教養） 古文書学 京都学（教養） 考古学特殊講義Ⅰ・Ⅱ 宗教と社会（教養）

日本史特殊講義Ⅰ～Ⅷ 観光学（教養） 日本史特殊講義Ⅴ～Ⅹ 観光学（教養） 文化財科学 歴史地理学（地理）

日本史演習Ⅰ 宗教と社会（教養） 日本史演習Ⅰ 平和と人間の安全保障（教養）理論考古学 民族と芸術（学際）

３ 中国哲学史Ⅰ・Ⅱ（中文） 東洋史概説Ⅳ～Ⅴ 形質人類学 西洋史概説Ⅰ・Ⅱ（西史）

東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（東史） 京都の美術（学際） 考古学研究法Ⅰ・Ⅱ

回 情報考古学 歴史認識・叙述の諸問題（学際） 考古学外書購読

西洋史概説Ⅰ・Ⅱ（西史） 考古学演習Ⅰ

生 歴史地理学（地理）

民族と芸術（学際）

歴史人類学の諸問題（学際）

４ 日本史演習Ⅱ 日本史演習Ⅱ 考古学演習Ⅱ

回 卒業論文 卒業論文 卒業論文

生

注意事項

必修科目：古文書学・考古学実習・日本史演習Ⅱ・考古学演習Ⅱ・卒業論文（ゴチックのもの）

登録必修科目：「教学の手引き（履修方法）」を参照して下さい。



¢科 目 概 要

１．小集団科目
「日本史研究入門」（１回生・登録必修）コア科目

日本史研究・考古学研究への導入として、基本的な研究方法や研究成果を学びます。与えられた“史実”の理解と

記憶が中心であった高校時代の「日本史」の学習と、学問としての日本史研究の違いを体得し、研究主体としての自

己形成の方向を見いださねばなりません。授業では日本史と考古学に関する研究方法や研究成果について、与えられ

た課題に即して、意欲的に学習します。また、学習の発表方法について、レジメ作成や口頭発表の方法を学びます。

「日本史基礎講読」・「考古学基礎講読」（２回生・登録必修）コア科目

各自の研究課題を設定する準備段階として、日本史コース（文献史料をとり扱う）と考古学コース（考古資料を

とり扱う）のいずれかのクラスを選択し、それぞれにおいて史・資料の操作や調査の方法を学び、歴史的に問題を

考察する基礎的な思考力を養います。自己の問題意識を客観視し、整序し、現代との関わりにおいて、学問的課題

を自覚することを目標に学びます。ここでの実際的訓練は、殊に特殊問題にも応用できる性質のものですから、狭

い専門意識にとらわれない旺盛な知識欲・向上心が必要です。この授業も各自の学習の発表をもとに授業を進め、

発表方法についても指導を受けます。

「日本史演習Ⅰ」（３回生・日本史コース登録必修）・「日本史演習Ⅱ」（４回生・日本史コース必修）、「考古学演習Ⅰ」

（３回生・考古学コース登録必修）・「考古学演習Ⅱ」（４回生・考古学コース必修）コア科目

「演習Ⅰ」と「演習Ⅱ」は合同ゼミです。日本史コースは、古代、中世前期、中世後期、近世、近代、現代の６

時代、考古学コースは、旧石器・縄文、弥生・古墳、歴史考古の３時代の区分が原則ですが、受講生の多寡に応じ

て、クラスを増減します。

３回生は卒業論文の課題との関連を十分に意識しながら、日本史学・考古学上の基本問題を取り上げ、史料・考

古資料に立ち入って学説を批判的に把握し、実証力・構成力を養います。４回生は卒業論文の作成をめざしますが、

演習では各自の研究の進展に応じて中間報告をし、指導を受けます。ここでの学習によって、社会で活躍する際に、

様々な問題に歴史的観点から問題解決の方向を導くような態度が養成されます。

「テーマリサーチ型ゼミナール」

テーマリサーチ型ゼミナールは、2003年度からスタートした、文学部が擁する従来の枠組みでは捉えきれない人

文学のあらたな分野やテーマ、アプローチを、ゼミ形式で大胆に実践していく、まったく新しい形態のゼミナール

です。21世紀の「知」のグローバリゼーションを目指して、人文学に共通する普遍的なテーマ、特定地域を多面的

にリサーチしうるテーマ、現在進行形のタイムリーなテーマ、新世紀の社会に直結する実践、実習的テーマなど、

現代社会が人文学に求める革新的テーマを設定します。また、テーマリサーチ型ゼミナールでは革新的・斬新なテ

ーマを追求するためにも、常にゼミテーマを見つめ直しています。３回生のゼミ選択の際には、卒業時（４回生）

にどのようなテーマで研究をし、卒業論文執筆をしたいかといった事を考え、ゼミを選択します。その際、自専攻

のゼミ、テーマリサーチ型ゼミナールといった選択肢の中で自分に適するゼミを選びます。

2011年度３回生ゼミテーマ　

例）「説き方の表現と教育心理学」、「中国映画から現代中国の文化を考える」、「THEMES IN ASIAN STUDIES」

２．講義科目
「史学概論Ⅰ・Ⅱ」（１回生配当科目・登録必修・人文科学総合講座）コア科目

高校時代の歴史の学習と、学問としての歴史学の研究の違いを、さまざまな事例に基づいて具体的に学びます。

歴史学的に問題を考察する基礎を身につけます。日本史のみならず、西洋史・東洋史の研究方法についても言及さ

れますので、全員の履修が望まれます。
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「日本史概説Ⅰ～Ⅷ」、「日本現代史概説Ⅰ・Ⅱ」、「考古学概説Ⅰ・Ⅱ」（１回生配当科目・登録必修）コア科目

現在の研究水準を踏まえて、歴史的発展の諸様相を学びます。日本史に関する研究方法や成果を幅広く身につけ

ることができるとともに、研究方法や成果の妥当性を判断できる思考力を養成します。「日本史概説」はⅠ～Ⅷまで

開講され、それぞれ、古代史・中世史・近世史・近代史に分かれて開講されています。「日本現代史概説Ⅰ・Ⅱ」は、

現代史の諸問題について学びます。「考古学概説Ⅰ・Ⅱ」は考古学の基本的な方法や知識について学びます。いずれ

も、専門分野の研究を深化するためには通史的把握が重要ですので、必要単位以上に履修することが望まれます。

「日本史特殊講義Ⅰ～Ⅹ」「考古学特殊講義Ⅰ・Ⅱ」（３回生配当科目・「考古学特殊講義Ⅰ・Ⅱ」は考古学コース登録必修）

考古学～近現代史に至る歴史上の特定問題について学びます。学界の第一線で活躍中の担当者から、いままさに

取り組んでいる課題について、最新の研究成果を学びます。講義は、担当者の歴史観から実証方法まで、全面的に

駆使して展開されますので、日本の歴史、考古学についての基本的な専門知識を修得するばかりではなく、歴史観

の批判的摂取、研究課題の様相、史料の情況、論証課程の実際、諸論点の構築や配列の方法など、を学びます。日

本史や考古学の研究方法や成果について、専門的な思考力と判断力を養成します。

「日本思想史Ⅰ・Ⅱ」「日本文化史Ⅰ・Ⅱ」（２回生配当科目）

日本思想や日本文化の歴史的展開とその特質について、世界史的展開をふまえて学びます。日本思想や日本文化

についての研究方法や成果を摂取するとともに、現代の思想や文化の問題との関係について、考察を加える力を身

につけます。

「日本史学史」「考古学史」（２回生配当科目・「考古学史」は考古学コース登録必修）

日本史研究や考古学研究の歴史について、時代背景や歴史観の変化、さらには最新の国際的史学理論も交えて、

幅広く検討します。日本史研究や考古学研究の方法や成果の成り立ちを理解することによって、その妥当性や特色

を検討します。

「考古学研究法Ⅰ・Ⅱ」（３回生配当科目）

考古学研究法の基礎と応用を具体的事例に即して、実践的に学びます。考古学の研究方法について理解を深める

とともに、研究方法の妥当性や特色を判断する力を養います。

「環境考古学」（２回生配当科目）

自然環境と人間との関わりについて、歴史的観点から考察します。自然環境と人間の関わりに関する研究方法や

成果を理解します。

「文化財科学」（３回生配当科目・考古学コース登録必修）

考古資料の自然科学的分析や保存処理について学びます。その方法や成果を理解します。

「理論考古学」（３回生配当科目）

考古資料の解釈を支える歴史的・社会的理論について、世界的見地から学びます。考古学の理論は現代の様々な

社会や文化の問題とかかわっていることを理解し、現代社会の問題との関係から、考古学の課題を設定する思考力

を身につけます。

「形質人類学」（３回生配当科目）

人骨の研究から歴史を復元していく方法と成果について、具体例に即して理解します。この成果と考古学の研究

方法や成果とを関係づけることによって、相互を比較検討し、方法や成果の妥当性や問題点を検討します。

「情報考古学」（３回生配当科目）

考古資料を統計的に処理したり、画像データを取り扱う方法について、具体例に即して学びます。 資料の統計学

的データや画像データの処理方法の妥当性について、関心を高め、批判的な思考力を養います。
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３．講読・実習科目
「日本史史料講読」（２回生配当科目・日本史コース登録必修）

時代別・分野別に基本的な史料を講読します。およそ歴史的な認識は史料という過去の痕跡を通じて形成される

ものですが、史料によって歴史像を構築するためには実に多くの作業が必要です。ここでは史料の批判・分析・解

釈、史料の操作法などを実践的に訓練します。

「古文書学」（３回生配当科目・日本史コース必修）

加工・編纂されていない第一次史料（原史料）である古文書を用いて、解読の手ほどきを受けるとともに、公私

の文書の様式や機能の展開を政治・社会・文化・思想の歴史との関連において学びます。

「考古学外書講読」（３回生配当科目・考古学コース登録必修）

考古学関連の英語などの文献の講読によって海外の研究情況について学びます。日本の考古学の研究方法の特色

について、世界の中でどう位置づけられるか、批判的に検討します。

「考古学実習入門」（１回生配当科目）、「考古学実習」（２回生配当科目、考古学コース必修）

発掘調査から報告書作成に至る諸技術の鍛練を行います。考古学の基礎となる発掘や資料整理の基本的手法を身

につけるとともに、適切な方法を追求する意欲的な態度を養います。

∞卒業論文

卒業論文は、大学生活の学修・研究の総仕上げであり、全精力を傾けて取り組まなければならない課題です。

内容的には、日本史学界・考古学界の研究水準を踏まえた、自己の問題意識に応えられるものであることが期待さ

れます。そのためには周到な計画と準備、綿密な史資料の収集、粘り強い探究心と構想力、不屈の精神力が必要です。

卒業論文の指導は「演習Ⅰ・Ⅱ」で行いますが、担当教員に日常的に指導・助言を仰ぐほか、積極的に非常勤講

師の先生方や学内外の諸先学に意見や批評を求めることも大切です。自主ゼミや研究会などの場も大いに活用すべ

きです。

なお、日本史専攻では卒業論文の指導を「演習Ⅱ」で行っているため、「演習Ⅱ」の単位を認定できない場合（出

席・平常点など各演習の基準による）、「卒業論文」の単位認定ができなくなる場合がありえます。必ず、「演習Ⅱ」

を積極的に受講してください。

ただし、「演習Ⅱ」の単位を認定されたのに、卒業論文の単位だけが認定されないことは、卒業論文の内容によっ

てはありえます。その点については、「卒業論文題目」提出前に、必ず担当教員の指導を受けて下さい。

§日本史研究入門を受講するにあたって　－１回生必読－

（１）日本史研究入門の位置づけと研究発表
１．日本史研究入門とは？

大学での日本史研究を行っていくための基礎的な力を養うために、１回生の研究入門では、大きくいって次の五

つのことがらを学んでいきます。

第一に、日本史とは、決して他人事ではなく自分たち自身の現在に蓄積されてきていることを発見していきます。

いうまでもないことですが、現在のわたくしたちの生活は過去の人間の営みを抜きに語ることはできません。わた

くしたちの現在の生活において良い点と思われることがらは無論のこと、問題点・矛盾と考えられることも全て過

去の歴史と密接につながっています。歴史学研究・日本史研究・考古学研究にとって大切なことは、過去のことが

らをこのように常に現在と結びつけて考える眼を養うことです。そのために、研究入門ではわたくしたちの身近な

問題がいかにこれまでの歴史とつながっているのか、さまざまな角度から発見する学習が行われます。例えば、わ

たくしたちが今も営んでいる年中行事や宗教的儀礼が一体いつどのようにして生まれ、どのように変化して今に至

っているのか、あるいはアジア・欧米の人々との関係はどのような歴史的経緯によって現在のようなものになった

― 8 ―



― 9 ―

2011  日本史学専攻

のかといったようなことを徹底的に掘り下げていきます。さらにはわたくしたちの生まれ育った郷土の歴史を学ぶ

ことも、日本史を身近なところから考えていく上では有効でしょう。

第二に、研究入門ではこれまでの日本史研究の歴史を学んでいきます。高校の教科書を含め、現在日本史の大ま

かな流れと考えられていること、基本的歴史事項と考えられていることがらは、多くの歴史学者たちの長年にわた

る緻密な史資料の蒐集と考証によって積み上げられ練り上げられたものといえます。しかしながら、それらは常に

修正されつづけてきました。新しい史料・遺跡の発見が、それまでの歴史像に重大な変更を迫ることは、考古学、

古代・中世史では日常茶飯事ですし、近世・近代史でも多くの史料の中で何を重視するかによって事件の捉え方が

変わる場合がしばしばありました。日本史研究上の名著と呼ばれてきた著書も、全てこうした修正を余儀なくされ

てきたのです。また、どのような名著に対しても必ずといってよいほど異なった見方が提示されてきました。これ

らについて学ぶことで、現在のわたくしたちの常識になっている日本史像も、やがて修正を迫られる可能性がある

ことを知ることになるでしょう。

第三に、研究入門では日本史研究上の基本史資料になじむことを学んでいきます。現代の歴史学研究・日本史研

究・考古学研究は、いうまでもなく史料・遺物によって典拠を示すことが重要な学問的要件となっています。それ

らはどのような史料・遺物なのか、内容・伝来の経緯・形状などをまず知る必要があります。しかも、およそ研究

者の解釈や分析と切り離された史料・遺物はないといってもよいでしょう。史料・遺物を知るということは、それ

らにどのような解釈・分析・評価が下されたのかを知ることと不可分なのです。研究入門では、とくに名著と呼ば

れる文献が、どのような史料に基づき、それにどのような分析・解釈を施すことで生まれたのかについて重点的に

学び、基本史資料になじむ出発点にしたいと思っています。

第四に、研究入門では文章表現法、論文執筆法の基礎について学んでいきます。歴史は、最終的に文章に書かれ

ることによって息吹を与えられていきます。しかも、わたくしたちに影響を与え続けてきた歴史書は、人を説得し

感動させる文章によって書かれている場合が少なくありません。この意味では、歴史学研究・日本史研究にとって、

文書化・歴史記述という作業は決して軽視すべきものではありません。研究入門では、洗練された名著の文章に触

れることになりますが、同時に何度もレポートの提出を求めることで、自分自身の言葉で研究史を整理し、論点を

提示し、史料に基づいて歴史を記述することについて訓練していくことになります。また、これと並んでリテラシ

ー入門という授業も行われます。この授業では、論文などを読んで、その要点、問題点を文章化し、それを教員、

ティーチング・アシスタント（略称TA）が添削して文章力のアップを図ります。こうしたことを通じて、文章を書

くということは、実は自分自身の思考力・分析力を高め、やがて歴史的思考そのものを豊かにしていくことに気づ

かされることになるはずです。

第五に、日本史研究の基本的作業の仕方、辞書類の検索の仕方、図書館・人文系資料室の利用法について学んで

いきます。どのような参考文献・辞書・年表・地図などを座右においておいおくべきか、また図書館・人文系資料

室にはどのような文献・辞書類があり利用はどのようにするのかといった基本的ことがらは無論のこと、論文の検

索の仕方、国会図書館など大学外施設の利用法などについても、解説されます。一部は、この「教学の手引き」に

も記されていますので参考にしてほしいと思います。さらに、歴史学研究・日本史研究・考古学研究にとって、最

も基本的作業ともいえる史料調査・遺蹟調査についても、その実際をできるだけ紹介していきたいと思っています。

なお、研究入門は前期と後期で担当者が交代します。できるだけ幅広い分野に目を向けてもらうために、前期（後

期）が考古学を専門とする教員であるならば、後期（前期）には文献史学を専門とする教員が担当するようにして

います。

２回生の時に考古学コースと日本史コースに分かれます。研究入門を受講しながら、どのコースに進むか熟慮し

ておいてください。１回生の12月末～１月頃にコースの選択を行う予定です。

２．研究発表

日本史研究入門では、前期・後期ともに四・五人のグループ（班）に分け、グループごとに与えられたテーマ・

課題について調査・討論して全体のレジュメを作成し、授業で発表する形式が採用されています。以下にその流れ

について、述べていきます。

①グループ分け

前期・後期ともに研究入門の最初の時間にグループ分けが行われ、全体のテーマに従ったグループごとのテ

ーマ・課題が示されていきます。例えば、近世・近現代の京都について研究していく研究入門では、次のよう
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なグループ分けが行われます。１班「二条城（幕政と京都）」、２班「京都御所（近世の朝廷）」、３班「錦市場

（京都の台所と流通）」、４班「島原（京都の遊郭）」、５班「西陣（近世京都の産業と町）」、６班「古義堂、明倫

舎等（近世京都の学問）」、７班、「番組小学校（近代京都の町と教育）」、８班「平安神宮（平安遷都1100年の際

の京都）」、９班「琵琶湖疏水」、10班「京都駅（近代京都の鉄道）」

なお、通例は最初のグループが十分な準備を行って発表を行うことができるように、グループ分けの後の２

～３週間くらいは、担当教員から半期全体にわたるガイダンス的な講義が行われます。

②事前指導・役割分担・討論

グループ分けが決まると、発表の３週間前くらいに担当教員による事前指導が行われます。事前指導は、研究入

門の前後か学生・教員の都合のよい時間に各グループごとに行われます。事前指導では、例えば、先の京都研究の

場合であれば、それらを調べるための基本文献・基本辞書類・基本史料類について担当教員の方からアドバイスが

行われ、次に現地調査の日程・方法などが話し合われます。事前指導が終わったら、学生諸君はこれらの基本文献

類について分担を決め、図書館などから借りだし、あるいは人文系資料室でコピーを取るなどして、まず各自で読

まなければなりません。また、必要に応じて基本文献以外の文献についても自分たちで調べ、それらを借りだし、

あるいはコピーを取るなどして読まなければなりません。レジュメを作成することを考えると、できるだけメモを

取りながら読むことが望ましいと思います。文献を読む際に同時に調べておかなければならないのは、これらの文

献の著者がどのような研究者なのか、一体いつ発表されたものなのか、同じテーマを扱った文献類の存在の有無と

自分が読む文献との違いなどです。次に、グループ全体で実際に現地調査を行い、現在の様相、特質などについて

把握し、それが終わったらグループ全員で討論を行います。そこでは、各自の担当文献の内容・問題点・研究状況

などについて意見交換を行い、また現地調査についてどのように整理するかも討論します。最後にレジュメ作成の

仕方・予定について打ち合わせを行います（レジュメ作成方法・注意などについては、後述）。

③レジュメ作成

発表の10日前くらいからレジュメ作成に取りかかります。レジュメ作成中に足りない点や疑問に感じた点が

あれば、直ちに図書館・人文系資料室等にいき、追加文献を借りだし、コピーを取り、読んで補足していく必

要があります。指定文献をまとめるときには、引用箇所と自分たちの見解を厳格に区別してまとめるようにし

てください。また、他のグループがその文献を必要としている場合もありますから、他のグループとも密接に

連絡を取り合いながら、図書館から借りだした文献についてはできるだけ速やかに返却するなど協力し合うこ

とが大切です。なお、レジュメ作成上でどうしても分からない点があったら、担当教員・助手・TAなどに積極

的に質問するとよいでしょう。発表の２・３日前にレジュメ作成を終え、再度チェックと発表当日の分担（発

表順番、司会、論点の提示など）を決めます。レジュメ原稿については、担当教員に事前にチェックしてもら

うこともお勧めします。

④印刷

レジュメが完成したら、クラス全員分を印刷します。印刷するためには、文学部事務室から「小集団クラス

印刷申請書」をもらい、担当教員から一週間前にはサイン（印鑑）をもらっておきます。印刷する際には、そ

れと学生証を事務室で提示し、談話室脇の印刷室の鍵をもらい自分たち自身で印刷します。できれば、印刷さ

れたレジュメはホッチキスなどできちんと綴じておくことが望ましいでしょう。

⑤配布・発表・討論

当日は、研究入門が開始する10分前にはクラスにいき、事前に印刷されたレジュメをクラス全員に配布しま

す。授業が始まると直ちに発表です。発表時間は45分から60分くらいというのが標準的なようです。発表グル

ープ以外の学生諸君は、質問・疑問・意見などについて考えながら、発表を聞きます。発表が終わったら、だ

いたい20分から30分くらいの討論を行いますが、その際の司会も自分たちのグループで行うのが通例です。ま

た、討論を活発に行うために、発表グループ以外の学生諸君が積極的に発言する必要がありますが、同時に司

会の工夫も必要です。最後に、担当教員から10分から20分くらいのコメントがあって授業が終了します。なお、

当日発表グループ以外の学生諸君も事前の予習を行っておくことが重要ですが、場合によっては担当教員が予

習の有無を調べるために簡単な小テストを行う場合もあります。

⑥出欠・成績・レポート

研究入門の成績は、基本的にグループ発表、出欠状況、夏季・冬季レポートなどによって決定されます。出

欠については、当日の発表グループのメンバーが欠席することは厳禁ですが、他の学生諸君も皆勤を心がけて

ください。また、夏季・冬季レポートの論題は、自分たちのグループの発表は無論のこと、他のグループの発



表にも基づいて決定されますので、自分たちのグループ以外の報告・討論などについてもしっかりメモを取り、

また参考文献などについても精読しておくことが必要です。

（２）レジュメの作り方と見本
１．レジュメの作り方

①レジュメ（resume）とは？

レジュメとは、調べたことの「概要」「大意」を意味し、自分たちで学習・調査・研究したことの概要を書き

記したペーパーのことで、研究入門の授業を円滑に実施するために最も重要なものです。何よりも、クラス全

員に自分たちのグループが調べ、理解したことを分かりやすく簡潔に説明することを心がけて作成してくださ

い。また、活発な討論を行うために、適宜自分たちの分析や意見なども書き記すことが大切です。

②体裁

レジュメの紙型は通例はB4に統一し（A4で印字されたものを２枚並べ、縮小します）、だいたい４枚くらい

にまとめてホッチキスで綴じてください。

③内容

［本文冒頭の記載事項］与えられたテーマ・課題、グループ番号（構成員名）、発表年月日、ページ。

［本文の項目］指定された基本文献名（所収著書・雑誌名、出版社、刊行年、初出発表年など）、著者名、著者

の略歴と研究分野と研究の特質、内容の要旨（内容全体の目次、調べた箇所の特質と論点）、論点の研究史上の

位置（新しく明らかにされた点、その反響、主な反論）、同一テーマに直接的・間接的に関わる研究書の一覧

（戦後を中心に全て調べるのが望ましいと思います）、文献内で用いられている史料出典一覧（刊行史料は史料

集名、未刊行史料は所蔵機関名）、基本史料の全文（原文のまま）と意味、それについての著者の解釈、この指

定文献の問題点（過去に批判されてきた点、及びグループで考えた点）、今後の課題とその解決方法を示すこと。

現地調査が実施された場合は、その実施年月日、調査概要、写真や資料も添付すること。

［本文末尾の記載事項］レジュメ作成に用いられた参考文献一覧。

［参考文献の書き方の例］

論文の場合

ａ）著書に収められている場合

藤田覚「近世後期政治史と朝幕関係」（『近世政治史と天皇』所収、吉川弘文館、一九九九年、初

出は『岩波講座日本通史15』岩波書店、一九九五年）

ｂ）雑誌論文の場合

辻本雅史「十八世紀後半期儒学の再検討」（『思想』七六六号、一九八八年）

著書の場合

ａ）単著

山尾幸久『日本古代王権形成史論』（岩波書店、一九八三年）

ｂ）編著・シリーズ等

朝尾直弘他編『日本の社会史』（全八巻、岩波書店、一九八六～八八年）

なお、考古学の場合は以下の書き方をする場合が多い。

辻本雅史 1988「十八世紀後半期儒学の再検討」『思想』七六六号

山尾幸久 1983『日本古代王権形成史論』岩波書店

２．レジュメの見本（次ページ）
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（３）レポート（小論文・論文）の書き方
１．レポート（小論文・論文）について

文学部の学習・研究の集大成は、いうまでもなく４回生12月に提出される卒業論文にあります。卒業論文では、

自分の設定したテーマに基づき、その検討のために必要となる史料を全て蒐集・分析し、さらにそのテーマに関す

る文献・論文を全て渉猟して論点・問題点を摘出し、独創性に富む学術的価値のある論文の作成が求められていま

す。また、枚数も本文で400字詰原稿用紙30枚以上50枚以内、註を加えると100枚前後に及ぶことになります。この

ため、１回生のうちから、切磋琢磨して多くの文章を論理的かつ学術的に書く訓練を積む必要があります。

研究入門でも、通例は夏季・冬季に10枚前後のレポートが課されます。また、概説や史料講読、特殊講義、２・

３回生の基礎講読・演習などでも、それぞれボリュームのあるレポートが課されることが珍しくありません。これ

らは、全て卒業論文作成のための予行演習と位置づけられていますから、可能な限り論文形式の文章で書く必要が

あります。他人の見解を出典を示さずに丸写ししたり（剽窃）、あるいは自分で確かめていない史料を他人の著作か

ら抜き出してくること（孫引き）は、直ちに落第（Ｆ評価）の対象となります。したがって、１回生のうちから他

人の見解と自分の見解を厳格に区分して文章を書くことが求められます。

２．レポートのテーマの設定

多くの場合は、研究入門のレポートの論題は担当教員によって指定されています。ただし、その場合も「前期に

取り上げたテーマから一つを選んで自由に論じよ」といった具合に、かなりの程度自分たち自身でテーマを決めな

ければなりません。どのようにテーマを決定するかは、各自の興味、関心次第ということになりますが、テーマを

できるだけ広い視点から考えるためには、できるだけ１回生の内に多くの通史を読んでおくことをお勧めします。

高校時代よりは踏み込んで記述してある一般向け通史としては、以下のものに定評があります。

『日本の歴史』全26巻（中央公論社［中公文庫］、1965～67年）

『日本の歴史』全33巻（小学館、1973～77年）

『日本民衆の歴史』（三省堂、1975～76年）

『日本通史』全３巻（山川出版社、1986～87年）

『大系日本の歴史』全15巻（小学館［小学館文庫］、1987～89年）

『日本の歴史』全22巻（集英社、1991～93年）

『週刊朝日百科日本の歴史』全133巻・別巻10（朝日新聞社、1986～90年）

『日本の歴史』全26巻（講談社、2000～03年）

また、少し専門的にはなりますが、以下のものが現在までの日本史研究上の通説、研究史、課題などを知るため

には基本シリーズといえます。

『岩波講座日本歴史』全23巻（旧版、岩波書店、1962～64年）

『講座日本史』全10巻（東京大学出版会、1970～71年）

『シンポジウム日本歴史』全23巻（学生社、1971～73年）

『歴史科学大系』全34巻（校倉書房、1972年～刊行中）

『岩波講座日本歴史』全26巻（新版、岩波書店、1975～77年）

『講座日本歴史』全13巻（東京大学出版会、1984～85年）

『日本歴史大系』全６巻（山川出版社、1984～90年）

『岩波講座日本通史』全25巻（岩波書店、1993～96年）

『新視点日本の歴史』全７巻（新人物往来社、1993年）

『日本史講座』全13巻（東京大学出版会、2004年～刊行中）

さらに、山川出版社の『～県の歴史』（新版が刊行中、旧版は完了）、吉川弘文館の『人物叢書』（刊行中）などは、

地方史や歴史的人物を理解する上では基本文献であり、自分自身の出身地、興味を抱いていた人物などを中心に、

順次読み進めることが望ましいでしょう。

これらは大部のものが多いので、計画を立てて（文庫であれば一週間に一冊とか）読破していくことをお勧めし

ます。こうした通史に裏打ちされるならば、レポートのテーマ設定は、はるかに容易になりますし、何よりも研究

史・研究状況を前提として日本史を捉える眼が養われます。

また、どのようなテーマを設定するにせよ、自分自身の問題関心を不断に見つめることが、一つのテーマからさ

らにさまざまテーマへと自分の興味を膨らませていくためにもきわめて重要なことがらです。何故、自分がこのテ
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ーマを考えついたのかについて、単に思いつきということですまさずに、じっくりと振り返って検討することで、

現在の自分の関心・こだわりや問題意識を明確にするように努めてほしいと思います。必ずや、自分の研究テーマ

は一段と広がりをもってくるはずです。

３．レポートの書き方

レポートの書き方にこれといったマニュアルはありません。ただし、一般的にはテーマが決まれば、次のような

作業をする必要があります。

①テーマに関わる文献リストの作成。最初は、文献リストを載せた『日本古代史研究事典』『日本中世史研究事典』

『日本近世史研究事典』『日本近現代史研究事典』（いずれも東京堂出版）や『日本歴史学界の回顧と展望』（山

川出版社、1987～88年）、あるいは『日本史研究事典』（集英社版『日本の歴史』所収、前掲）、『日本史論文の

書き方』（吉川弘文館、1992年）、『岩波講座日本通史別巻１』（岩波書店、前掲）などを見るのが便利です。た

だし、これらは他人が作成した文献リストであり、重要文献が漏れている場合や自分自身の関心分野について

丁寧に書いていない場合もあります。そうした場合には、これらの文献リストから想定される重要文献を先ず

一冊は入手する必要があります。重要文献に付された註や巻末参考文献一覧などを参照することで、自分自身

の文献リストを作成することができます。また、もう少し専門的に調べたい場合には、毎年四回国立国会図書

館から刊行されている『雑誌記事索引』（人文科学編）を図書館で検索してみてください（パソコンでも検索で

きます）。時間はかかりますが、詳細な論文リストを作成することができます。この他、最近は多くの文献リス

トがジャンル別・地域別に刊行されていますので図書館のレファレンスカウンターの周辺を「探検」してみて

ください。また、インターネットでも、さまざまな文献リストを検索することができますが、これについては

情報処理の授業で詳しく学ぶと思いますので省略します。

②テーマに関する文献・論文を蒐集し、精読する。リストができたら、著書についてはランナーズ（立命館大学

図書館蔵書検索システム）で検索し、また論文については各図書館・資料館の『所蔵雑誌分類目録』で検索し

ます（インターネットでも検索できます）。所在場所が分かったら、図書を借りだし、あるいは論文をコピーす

るなどして、精読の準備を進めます。この際に、できるだけ刊行年の新しいものから精読していくとよいでし

ょう。最新の研究成果や研究状況が分かるだけではなく、新しいものにはそれ以前の文献・論文リストが註記

されていますから、それ以前に発表された文献を知ることができます。なお、できるだけメモをとりながら

（パソコン・ワープロに向かいながら）精読することをお勧めします。とくに重要文献や重要史料などは、その

出版社、刊行年、所蔵機関などを必ず記録しておくようにしてください。レポート作成やこの後の研究に役立

つことになるからです。

③史料を蒐集する。テーマに関する文献・論文を精読していく内に、それらが歴史学研究・日本史研究の論文で

ある以上、どのような史料に基づいて立論されているかが理解されてきます。次に重要なのは、これらの史料

をできるだけ蒐集し、実際に目を通してみることです。無論、未刊行史料、原文書に基づいて論じられている

ものも多いので、それらを蒐集・コピーすることは容易ではありません。その際は、せめて所蔵機関などにつ

いては留意しておきましょう。１回生の内は、活字として刊行されている史料について、とくに立命館大学で

閲覧できるものはできるだけ蒐集・読解したいものです。史料を自分自身で分析してレポートを書くことは、

１回生にはまだ難しいと思いますが、少なくとも常に史料に立ち返って考えてみる訓練にはなると思います。

④レポートを書く際の注意。上記の作業を経て、じっくり構想し、いよいよレポートの執筆となりますが、ここ

では、執筆に際しての細かな注意を記しておきます。なお、小集団クラスのレポートについては、卒業論文の

書式に準じて書くことが求められています（後述¶卒業論文の作成と提出について参照）。

［手書き・ワープロ］

手書き・ワープロともに可です。手書きの場合はＡ４版400字詰原稿用紙、ワープロの場合はＡ４版に40字×

30行で印字してください。レポートの表紙は事務室で受理し、必要事項を書き込んでください。

［縦書き・横書き］

卒業論文では、日本史コースは縦書き、考古学コースでは横書きで書くことになっていますので、各自の進

路に合わせて考えたらよいと思います。原則的に文献史学では縦書き、考古学では横書きで提出して下さい。

［章立て］

序文にテーマ設定の理由、問題の所在、研究状況などを記します。
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第１章第１節第１項・・・・・・・・第３章第３節第３項など。

最後に結論として、新たに得られた知見、問題点、今後の課題を記します。この後に、註記、参考文献な

どが続きます。

［文体］

「～である」「～であった」を用い、「です」「ます」体は避けます。

［文字・仮名遣い］

地の文は、常用漢字（当用漢字）・現代仮名遣いを用います。引用文は、原仮名遣いを尊重し、引用史料の

旧漢字・異字体・変体仮名遣いなどについては、原則的に尊重するようにします。また、漢文史料について

は、勝手に読み下し文にせずに、原文と句読点・訓点などを付すようにします。句読点・「」（）も一字一マ

スをあてます。また、平出・闕字は省略可ですが、その場合は［平出］［闕字］と記すようにしてください。

［改行］

章節のはじめの書き出し、及び改行のときは一字下げて書き出します。

［引用・史料文］

引用・史料文は「」をつけ、註で出典・典拠を明示します。自分の文章に書き直したときにも必ず註で出

典・典拠を示さなければなりません。長い引用文については、行を改め本文より全体を１～２字下げて書く

ようにします（この場合は「」は不要です）。なお、レポート（論文）中の研究者の名前は敬称を省略しても

よいことになっています。「～氏」は使用してもいいですが、「～先生」「～教授」などは用いないことになっ

ています。

［註］

註は本文の該当個所に①②などの番号をつけ、レポート（論文）の最後にまとめて番号を再掲して、そこに

註記します。

［図表・地図］

もし必要な場合は、適当な用紙を使って、レポートに貼付したり折り込んだりしてください（考古学では図

版別冊として提出することが求められています）。

［推敲］

レポートを書き上げたら、必ず推敲してください。誤字・脱字、主述関係の一致、接続詞の適否、史料引用

の正確さなどは必ずチェックするようにしましょう。

（４）参考書・辞書類について
以下には、日本史研究上の基本的な参考書・辞書類について、とくに１回生にとって有益と思われるものを掲げ

ておきます。

１．購入して座右においておくことが望ましいもの

［辞書類］

『新版角川日本史辞典』（角川書店、1996年）

その他に、国語辞典、漢和辞典は使い慣れているもので結構ですから、必ず備えておいて下さい。また、古

文書解読のための『くずし字解読辞典』（東京堂出版、1983年）などが必要になる場合があります。

［年表］

『日本史年表』（岩波書店、第４版は2001年）

２．しばしば用いることになると思われる辞書類

『岩波 日本史辞典』（岩波書店、1999年）

『国史大辞典』全15巻（吉川弘文館、1979～97年）

『日本史広辞典』（山川出版社、1997年）

『朝日日本歴史人物事典』（朝日新聞社、1994年）

『コンサイス日本人名事典』（三省堂、改訂版1990年）

『日本国語大辞典』全10巻（小学館、1972～76年）

諸橋轍次『大漢和辞典』全15巻（大修館書店）

― 19 ―

2011  日本史学専攻



― 20 ―

『読史備要』（講談社、1933年）など。

『図解考古学事典』（東京創元社、1959年）

『世界考古学事典』（平凡社、1979年）

３．こんなときには、こんな辞書類（目録類）が

①歴史的人物についてもっと詳しく調べたい。

『角川日本姓氏歴史人物大辞典』全47巻（角川書店、1991年～刊行中）

『国書人名辞典』全５巻（岩波書店、1993～99年）など。

他に『日本仏教人名辞典』（法蔵館、1992年）、『日本女性人名辞典』（日本図書センター、1993年）『明治維新人

名辞典』（吉川弘文館、1981年）など、ジャンル別のものが数多く刊行されていますので、図書館１Ｆで「探検」

してみましょう。

また、歴史的人物の系図・官職などを知る上では、『尊卑分脈』全５巻（吉川弘文館『国史大系』所収）、『公

卿補任』全６巻（同前）が役立ちます。

②歴史的人物に対してどのような研究が行われてきたかが知りたい。

『日本人物文献目録』（平凡社、1974年）など。

ただし、これはやはり自分でコツコツと調べた方が確実です。

③日本史に登場する地名について詳しく知りたい。

『角川日本地名大辞典』全50巻（角川書店、1978～90年）など。

④日本の宗教・思想関係について調べたい。

『日本宗教事典』（弘文堂、1985年）

『岩波仏教辞典（第二版）』（岩波書店、2002年）

『日本仏教史辞典』（吉川弘文館、1999年）

『神道事典』（弘文堂、1994年）

『日本思想史辞典』（ぺりかん社、2001年）

『岩波哲学・思想辞典』（岩波書店、1998年）など。

⑤日本史上の芸能・民俗関係について調べたい。

『日本民俗事典』（弘文堂、1972年）

『演劇百科大事典』全６巻（平凡社、1986年復刻）

『日本美術史事典』（平凡社、1987年）

『角川茶道大事典』（角川書店、1990年）

『有職故実大辞典』（吉川弘文館、1996年）など。

⑥史料の所在、刊行状況が知りたい。

『国書総目録』全９巻（岩波書店、1963～76年）

『古典籍総合目録』全３巻（岩波書店、1990年）

『史料編纂所図書目録』全17巻（東京大学出版会、1955年～刊行中）

『日本史資料総覧』（東京書籍、1986年）

『史料館所蔵史料総覧』（名著出版、1996年）

『歴史資料保存機関総覧』全２巻（山川出版社、増訂改訂1990年）など。

古文書類などは、各所蔵機関が刊行している目録で検索することが必要です。

⑦刊行史料についてどのようなものなのか知りたい。

『群書解題』（続群書類従完成会、1960～67年）

『史籍解題』（平凡社、1936年）

『国史文献解題』全２巻（朝倉書店、1965年）

『史籍解題辞典』全２巻（東京堂出版、1985～86年）など。

⑧さしあたり簡単に刊行されている基本史料を見るためには？

『古事類苑』全51巻（吉川弘文館、1967～71年復刻）

『大日本史料』１～12編（既刊317冊）（東京大学出版会、刊行年は多岐にわたるため省略します。以下同種の

ものは省略してあります）
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『大日本古文書』既刊181冊（東京大学出版会）

『皇室制度史料』既刊14巻（吉川弘文館、1978～91年）

『史料総覧』（東京大学出版会、1964～66年）

『年表日本歴史』全６巻（筑摩書房、1980～93年）

『日本史籍協会叢書』全192巻・続全100巻（東京大学出版会）

『現代史資料』全46巻・続既刊12巻（みすず書房）

『新訂増補国史大系』シリーズ（吉川弘文館）

『日本思想大系』全67巻（岩波書店）

『日本近代思想大系』全24巻（岩波書店、1988～92年）など。

ただし、日本史の万能の史料集というものは存在していません。このことは、肝に銘じておいて下さい。現

在、岩波書店から最も基本的な史料を集めて刊行が進められていますが（『日本史史料』全５巻、既刊は中世・

近代・現代）、大学での研究を進める上では不十分なものです。これらは、あくまで研究の出発として活用して

ください。

⑨ジャンル別の年表には、どんなものがあるのか知りたい。

『日本文化総合年表』（岩波書店、1990年）

『近代日本総合年表』（岩波書店、三訂版1991年）

『仏教史年表』（法蔵館、1979年）

『日本文学大年表』（桜楓社、1986年）

『日本美術史年表』（座右宝、1972年）

『日本演劇史年表』（八木書店、1998年）

『対外関係史総合年表』（吉川弘文館、1999年）など。

⑩考古学の分野別の辞書。

『日本土器事典』（雄山閣、1996年）

『縄文時代研究事典』（東京堂、1994年）

『日本古墳大辞典』（東京堂、1989年）

『続日本古墳大辞典』（東京堂、2002年）

『歴史考古学大辞典』（吉川弘文館、2007年）

『日本考古学史辞典』（東京堂、1984年）

『旧石器考古学辞典』（学生社、三訂版2007年）

『図説江戸考古学研究事典』（柏書房、2001年）

４．その他、役に立つ目録類

『中世史ハンドブック』（近藤出版社、1972年）

『近世史ハンドブック』（近藤出版社、1973年）

『日本女性史研究文献目録』ⅠⅡⅢ（東京大学出版会、1983～94年）

『全国市町村史刊行総覧』（名著出版、1989年）

『日本思想史文献解題』（角川書店、新版1992年）

『岩波日本史辞典』所載の「日本史備要」（岩波書店、1999年）

『地方史研究の新方法』（八木書店、2000年）など。

『日本歴史地図（原始・古代編）』（柏書房、1982～83年）など。

５．日本史研究上で重要な学術雑誌

『日本史研究』日本史研究会編、月刊

『歴史学研究』歴史学研究会編、月刊

『歴史評論』歴史科学協議会編、月刊

『日本歴史』日本歴史学会編、月刊

『史学雑誌』史学会編、月刊

『思想』岩波書店、月刊
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『地方史研究』地方史研究会編、月刊

『史林』史学研究会編、隔月刊

『ヒストリア』大阪歴史学会編、季刊

『芸能史研究』芸能史研究会編、季刊

『仏教史研究』仏教史学会編、季刊

『新しい歴史学のために』京都民科歴史部会編、季刊

『考古学雑誌』日本考古学会編、季刊

『日本考古学』日本考古学協会編、半年刊

『考古学研究』考古学研究会編、季刊

『日本思想史学』日本思想史学会編、年刊など

その他、大学関係で多数の学術雑誌が刊行されています。人文系資料室などで自分で確かめてみましょう。

立命館大学文学部でも『立命館文学』（隔月刊）を、史学科では『立命館史学』（年刊）を刊行しています。

６．資料館・博物館に自分で出かけてみよう。

日本史研究では、自分で全国各地に出かけ、図書館・博物館・歴史資料館・教育委員会などが保管・所蔵し

ている史料・資料・文献などを調査して閲覧し、複写・写真撮影を行うことが重要になります。以下に、もっ

とも基本的な施設を掲げておきます。

・国立国会図書館（東京都千代田区永田町1-10-1）

・国立公文書館（東京都千代田区北の丸公園3-2）

・東京大学史料編纂所（東京都文京区本郷7-3-1）

・京都市歴史資料館（上京区寺町通丸太町上ル松陰町138-1）

・京都府立総合資料館（左京区下鴨半木町1-4）

・陽明文庫（右京区宇多野上ノ谷町1-2）

・大阪府立中之島図書館（大阪市北区中之島1-2-10）

・天理図書館（天理市杣之内1050）など

（５）その他（図書館・人文系資料室・共同研究室・自主ゼミなどについて）
１．図書館について

図書館の利用方法については、リテラシー入門で図書館ガイダンスがありますので、必ず参加して理解するよう

にしてください。また、『LIBRARY GUIDE』も参照してください。以下では、１回生の皆さんがよく利用するコ

ーナーについてのみ簡単に解説しておきます。

［1F］レファレンスカウンター　書庫にある本の貸出申請、資料の所蔵調査、他大学・機関所蔵図書・資料の閲

覧のための紹介状の発行、資料取り寄せ依頼などを行ってもらいます。また、このカウンターの西側には

諸辞書・書誌類、東側には諸目録・索引などがあります。

［2F］社会科学系の著書が中心ですが、新書・文庫はここにあります。また、社会科学系とはいっても、政治学

（政治史）・経済学（経済史）、社会学（社会史）・女性学などいずれも日本史研究と深く関係している蔵

書がありますので、注意が必要です。

［3F］日本史関係の蔵書は、最も東側近くの210番台近辺です。

２．人文系資料室（文献資料室）について

清心館東側の修学館西側地下１階にあります。利用可能時間は月曜日～金曜日は9:00～20:00です。土日祝日、毎月

15日（書庫整理日）は休館です。カウンターに３ヶ月ごとの予定表がおいてありますので、詳しくはそれを利用し

てください。

この資料室には、ランナーズで「所在　文・文献○○」と書いてある蔵書・雑誌などがあります。日本史研究の

ための基本史料、古典、各大学の研究紀要、日本史研究関係の雑誌のほとんどがそろっています。ここでは、学生

諸君は本を借りだすことはできませんので、資料室で閲覧し、必要箇所はコピーするようにします。
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３．共同研究室について

学生諸君の自主的学習・研究の場として日本史学専攻には、啓明館１Ｆに共同研究室（略称共研）があります。

この部屋は、学生諸君のために開放されており、学習会や自習のためにだれでも自由に利用することができます。

共同研究室には、たいていはTAがつめていますので授業時間は原則的に開放されています。もし閉鎖されている

場合は、部屋を開けるための鍵が必要です。鍵は文学部事務室にありますので、自分の学生証と引き替えに鍵を受

け取り、貸出帳に学生番号と名前、日時を記入してください。また、自主ゼミなどの団体が定期的に利用している

時間帯があります。それについては、共同研究室内の黒板に記してありますので、計画的に利用してください。

部屋を出るときは、必ず施錠してください。部屋が空いたままにならないように注意してください。また、一時

外出するときでも、部屋にだれもいなくなるときは必ず施錠していったん事務室に鍵を返却してください。退出す

る際には、戸締まりを確認し、消灯・パソコンの電源切断を行ってから退出するようにしてください。鍵を返却す

るときは、事務室の貸出帳に返却時間を記入し忘れずに学生証を受け取ってください。

共同研究室には、基本的な辞書・参考書類がおいてあります。いうまでもなく、これらは全ての学生諸君のため

に備えられているものですから、大切に取り扱ってください。また、貸しだし禁止となっていますので、部屋の中

で利用するようにしましょう。

共同研究室内には、Windowsのパソコンが２台備え付けられています。基本的なソフトが入っていますので、レ

ジュメ作成などに利用することができます。また、インターネットでの検索もすることができます。ただし、多く

の学生諸君が利用できるように、原則的にメール交換などは行わないようにしてください。部屋の中に、パソコン

利用規程が備え付けられていますので、詳しくはそれを参照して正しく利用するようにしてください。

４．日本史学専攻ホームページについて

日本史学専攻では、ホームページを開設しています。専攻の沿革、教学理念、講義時間割、教員・院生紹介など

のページがあります。また、この「栞」も適時見ることができます。適時更新されていますので、随時参照してく

ださい。とくに教室ニュースでは、掲示板に掲示された事務室の日本史関係の連絡なども載せるようにしています。

活用してください。

アドレス　http://www.ritsumei.ac.jp/acd/cg/lt/jh/

５．自主ゼミについて

自主ゼミとは、学生諸君が自分たち自身で学びたい方向を定め、同じ方向に進む仲間を募り、ともに研鑽しあう

という趣旨のもと、自主的に組織されたゼミのことです。自主ゼミは、学術性・専門性にとみ、互いに切磋琢磨し

ながら研究の水準の向上を目指し、また同輩や先輩、後輩との交流の中で多くのものが得られる場になっています。

研究入門での学びをより確かなものにするために、これらの自主ゼミに積極的に参加することをお勧めします。ま

た、自分たちで新たに結成することも可能です。詳しくは、助手・TAに相談してみてください。現在以下のような

自主ゼミがありますが、詳細は「本年度版新歓パンフレット」を参照してください。また、自主ゼミの他に考古学

研究会、城郭史研究部などのサークルもあります。

①　古代史研究会

②　中世史料研究会

③　町触れ研究会

④　世界考古学研究会

⑤　日本思想史研究会　
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¶卒業論文の作成と提出について　－４回生以上必読－

明らかに「演習Ⅱ」の単位を認定される見込みのない学生（出席・報告していない学生）は、卒論を提出する資

格がありません。題目提出前に、必ず、「卒業論文・演習Ⅱ」の担当教員の指導を受けて下さい。

（１）論文作成の準備
1 テーマの選定

テーマは論文の出発点であると同時に帰着点でもある。いかに多くの史料を漁り労力を費しても、明確な問題意

識によって定められたテーマをもたないかぎり、良い論文はできない。

２．研究整理と史料

テーマに関連する研究がどこまで進み、何が問題として残されているかを知るために、研究史の整理はたんねん

にやらねばならない。次には史料の有無の点検が必要である。いかに問題意識が鋭くても、史料がないか、あって

も利用できなければ、歴史学の論文にはならない。

３．史料の菟集

史料の菟集は徹底的・網羅的に行うことが大切である。史料はできるだけ原文・原史料にあたり、原史料にあた

り難い古文書・古記録の場合は、写真や影写本によるか、あるいはもっとも信頼のおける刊本を選ばなければなら

ない。他の論文等に引用されているものをそのまま利用する、いわゆる孫引きは、誤読・誤解のもとであり、必ず
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日本史学専攻「卒業論文」の体裁について

日本史学コース 考古学コース

原稿用紙に手書きする場合 Ａ４判400字詰原稿用紙（横長） Ａ４判400字詰原稿用紙（縦長）

縦書・横書の指定 縦書 横書

枚　数 30枚以上50枚以下

その他の注意 黒ペンを使用すること。

ワープロを使う場合 Ａ4判白紙（横長） Ａ4判白紙（縦長）

縦書・横書の指定 縦書 横書

文字数に関する指定 １行あたりの文字数：40字 １行あたりの文字数：40字

１項あたりの行数　：30行 １頁あたりの行数：30行

分量等に関する指定 12,000字以上20,000字以下 12,000字以上20,000字以下

その他の注意

表紙等に関する体裁 硬版（黒色）表と裏に硬版を使い綴じ紐で綴じること。

大きさ Ａ４

綴じ辺 短辺綴じ（右辺綴じ） 長辺綴じ（左辺綴じ）

題目シール 所定のものを貼付



原典に遡って検討を加えなければならない。

（２）論文叙述について
１．論文構成

史料を集め、研究がある程度進んだ段階で、論文の構成を考える。論文構成（章節立て）にはいろいろ型がある

が、基本的には序論・本論・結論の三つの部分から成る。序章では問題の所在を明らかにし、どういう角度からど

のような方法で追究するかを記す。本論では分析・実証を行い、結論は序論と対応しながら全体として明らかにし

た点を要約し、できれば展望を記す。論文構成が新たな史料や研究によって変更を余儀なくされることは、誰もが

しばしば経験することであって、あきらめずに何度も構成しなおす根気と努力が必要である。

２．論文執筆

執筆にあたって大切なことは、自分の主張点を理解させるに十分明確な論理のはこびを工夫することと、学術用

語は意味を的確につかみ、あいまいな用語を決して使わないことである。註記もなく他人の文章をそのまま持ち込

むようなことは論外であり（これを剽窃という）、何よりも自分の文章（考え、ことば）で書かなければならない。

（３）論文叙述と原稿用紙記載上の注意（考古学コースについては次項に定める）
１．論文の枚数と用紙

論文は、手書きの場合、本文30枚以上50枚以内（400字原稿用紙）とする。ワープロの場合、本文12,000字以上

20,000字以下（１ページあたり40字×30行）とする。

本文は縦書きとし、A４判400字詰原稿用紙を横長右とじにして用いること。二つ折りは不可。なお表紙はA４版

黒色硬質ファイルを用いること。手書き・ワープロ共に可。

２．文　　体

「である」「であった」を用い、「です」「ます」調は不可。

３．文字・仮名遣い

地の文（本人の文章）は常用漢字ほか現用漢字、現代仮名遣いでよいが、引用文は原仮名遣いを尊重する。引用

文・史料における旧漢字・異体字・変体仮名の扱いについては、時代や史料の性格によって異なるので、各ゼミで

の指導方針に従うこと。漢文史料は軽々しく読み下し文には改めない（原文に句読点・訓点をつければよい）。句読

点や「 」（ ）も一字一マスをあて、誤字・脱字に注意して丁寧に記すこと。行間への書き入れなどはしない。

４．段　　落

論文構成にしたがって必ず章節を立て、章節の題名を記すこと。表示は一・二・三……でもよい。

５．改　　行

章節のはじめの書き出し、および改行のときは一字下げて書きはじめること。

６．史料・引用文

史料や引用文は「 」をつけ、註で出典・典拠を明示する。自分の文章に書き直したときも、必ず註で拠点を示

すこと。長い引用文は行を改め、本文より全体を１～２字下げて書くこと。この時は「 」は不要。

７．註

註は本文の当該箇所へ12などの番号をつけ、論文の最後にまとめて番号を再掲し、そこに註記する。章節ごとに

区切らず一連番号にすること。出典を出すときは、著者・書名（雑誌名）・ページ・発行年月（巻数号数）・発行

所などを明記する。なお、註および補註は枚数・分量制限のなかに入らない。

８．図表・地図

適当な用紙を使ってよいが、所定の論文用紙に貼付したり折り込む処理をする。
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転載したものに関しては、出典、ページ数を明記すること。

９．目　　次

表紙の次の１枚（=ページ）に論題・学生番号・氏名などを再掲し、その次に（必要ならさらに１枚を加えて）章

節の題名および各章節のページ数を記入した目次を必ずつけること。

10．ページ数

本文各ページの左肩に打つ。50枚の論文ならばページ数は50になる。

11．参考文献

一括して付載・連記する必要はない。参照した文献は註にその都度明記すること。

12．試問に向けての心構え

卒論は１月末～２月中旬頃に口頭試問を行い厳正に審査する。試問日は別途掲示するので注意すること。なお、

論文は試問終了時に返却するが、予めコピーをとっておき、他の参考資・史料とともに試問の際に持参すること。

＜考古学コースの卒業論文は次の規定による＞

（手書きの場合）

１．論文枚数と用紙

論文は、本文30枚以上50枚以内（400字原稿用紙）とする。

本文は横書きとし、A4判400字詰原稿用紙を縦置きにして用いること。表紙はA4判で縦置き・左綴じのもの（黒

色）を用い、所定の用紙を貼り付けること。

２．記載上の注意

記載上の注意は、前項２～７の規定にしたがうこと。

３．目次

表紙の次の１枚（＝ページ）に論題・学生番号・氏名などを再掲し、その次（のページ）に章節の題名および各

章節のページ数を記入した目次を必ずつけること。

４．ページ数

本文各ページの右上に打つこと。

５．図や表

図や表は図版別冊として一括にすること。

６．図版の記載上の注意

指導教員の指示に従うこと。

７．試問に向けての心構え

前項12と同じ。

（ワープロ使用の場合）

１．論文枚数と用紙

論文は、本文12,000字以上20,000字以下（１ページあたり40字×30行で印字されたA４判用紙）とする。

本文は横書きとし、A4判の白紙（感熱紙は不可）を縦置きにして用い、40字×30行の書式で用紙の片面に印字す

ること。なお表紙はA4判で縦置き・左綴じのものを用い（黒色）、所定の用紙を貼り付けること。
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２．記載上の注意

新しい章に入るときは、前章との間に１行あけること。それ以外ではむやみに行をあけないこと。全般的な記載

上の注意は、前項２～７の規定にしたがうこと。

３．目次

（手書きの場合）と同じ。

４．ページ数

本文各ページの中央下に打つこと。

５．図や表

（手書きの場合）と同じ。

６．図版の記載上の注意

（手書きの場合）と同じ。

７．試問に向けての心構え

前項12と同じ。

卒業論文提出までの手続きについては履修要項の「『卒業論文』の提出について」を参照して下さい。
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テーマリサーチ型ゼミナールにおける卒業論文（卒論形式・非卒論形式）の提出について
テーマリサーチ型ゼミナールでは、従来のような卒業論文の提出（卒論形式）もありますが、クラスによっては、

卒論形式に代えて、共同で制作物（成果物）を仕上げて提出する「非卒論形式 」もあります。必ずクラス内で担当

教員に、いずれかの形式なのかを確認してから作成してください。

◆体裁について

◆上記の他の提出に関する諸注意は基本的に履修要項の「『卒業論文』の提出について」に従ってください。
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卒
論
形
式
で
制
作
の
場
合

非
卒
論
形
式
で
制
作
の
場
合

字数：12,000字以上20,000字以下

英文の場合：65ストローク×25行、A4用紙15枚以上30枚以下

文書体裁 ファイル形式・書式・用紙の大きさなど：クラス担当者の指示に従うこと。

必ず２部提出すること。添付資料がある場合は、添付資料も同様に必ず２部提出

すること。

表紙等に関する体裁 題目、学生証番号、専攻、プログラム、氏名を必ず記載すること。

その他の注意 学生本人のみの執筆による単著であること。共同執筆の類は これに該当しない。

体裁については クラス担当者の指示に従うこと。

文書・表紙体裁 必ず２部提出すること。添付資料がある場合は、添付資料も同様に必ず２部提出

すること。

１．制作物（成果物）には題目、学生証番号、専攻・プログラム、氏名を必ず記載す

るか添付すること。また、審査教員シールを貼付すること（貼付箇所は自由）。

２．制作物（成果物）とともに、4,000字以上の個人レポートを提出すること。

その他の注意 ※制作物（成果物）と個人レポートの両方を提出して初めて「卒論提出」となる。

※個人レポートの表紙裏にも審査教員シールを貼付すること。

３．口頭試問に相当するものとして、「卒業制作発表会（仮称）」を実施すること

がある。実施日については、担当教員の指示に従うこと。



§日本史学専攻（日本史コース・考古学コース）参考文献目録

◆概論・通史◆

・『歴史発掘』（全12巻） 岡村道雄他　講談社　　1996～98年

・『古代史発掘』（全10巻） 芹沢長介　講談社　　1973～75年

・『古代史復元』（全10巻） 稲田孝司　講談社　　1988～90年

・『考古学講座』（全34巻） 国史講習会・雄山閣　　1928～31年

・『日本考古学講座』（全７巻） 藤田亮策・後藤守一・上原専禄監修　　河出書房　　1955～56年

・『日本の考古学』（全７巻） 杉原荘介他編　　河出書房　　1965～67年

・『新版考古学講座』（全11巻） 大場磐雄・内藤政恒・八幡一郎監修　　雄山閣　　1968～72年

・『日本考古学を学ぶ〔新版〕』（全３巻） 大塚初重・戸沢充則・佐原眞編　有斐閣　　1988年

・『日本歴史考古学を学ぶ』（全３巻） 坂詰秀一・森郁夫編　　有斐閣　　1983年

・『岩波講座日本考古学』（全９巻） 近藤義郎他編　岩波書店　　1985～86年

・『旧石器文化の研究』（全５巻） 麻生優・加藤晋平・藤本強編　　雄山閣　　1975～76年

・『縄文文化の研究』（全10巻） 加藤晋平・小林達雄・藤本強編　　雄山閣　　1981～84年

・『弥生文化の研究』（全10巻） 金関恕・佐原眞編　　雄山閣　　1985～89年

・『古墳時代の研究』（全13巻） 石野博信・岩崎卓也・河上邦彦・白石太一郎編　　雄山閣　　1990～93年

・『考古学による日本歴史』（全16巻） 大塚初重・白石太一郎・西谷正・町田章編　　雄山閣　　刊行中

・『日本考古学論集』（全10巻） 斎藤忠編　　吉川弘文館　　1986～87年

・『論争・学説　日本の考古学』（全７巻） 桜井清彦・坂詰秀一編　雄山閣　　1986～89年

・『通論考古学』 濱田耕作　　大鐙閣　　1922年（復刻版　雄山閣　1984年）

・『考古学研究法』 Ｏ・モンテリウス著、濱田耕作訳　　岡書院　　1932年（復刻版　雄山閣　　1984年）

・『日本考古学概説』 小林行雄　　東京創元社　　1951年

・『考古学とは何か』 Ｖ・Ｇ・チャイルド著、近藤義郎・木村祀子訳　　岩波書店　　1969年

・『考古学の方法』 Ｖ・Ｇ・チャイルド著、近藤義郎訳　　河出書房　　1964年

・『考古学研究入門』 Ｈ・Ｊ・エガース著、田中琢・佐原眞訳　　岩波書店　　1981年

・『考古学入門』 鈴木公雄　　東京大学出版会　　1988年

・『歴史科学としての考古学』 Ｂ・Ｇ・トリッガー著、菊池徹夫・岸上伸啓訳　　雄山閣　　1991年

・『考古学を考える』 藤本強　　雄山閣　　1994年

・『日本史総覧』（全９巻） 竹内理三・児玉幸多・小西四郎監修　　新人物往来社　　1983～86年

・『講座日本歴史』（全13巻） 歴史学研究会・日本史研究会編　　東京大学出版会　　1984～85年

・『岩波講座日本歴史』（全26巻） 朝尾直弘他編　　岩波書店　　1975～76年

・『日本の社会史』（全８巻） 朝尾直弘・網野善彦・山口啓二・吉田孝編　　岩波書店　　1986～88年

・『日本民衆の歴史』（全11巻） 門脇禎二・佐々木潤之助・藤原彰・甘粕健編　　三省堂　　1974～76年

・『日本史の基礎知識』 杉原荘介・黛弘道・羽下徳彦・金井圓他編　　有斐閣　　1974年

・『日本女性史研究文献目録』（Ⅰ・Ⅱ） 女性史総合研究会編　　東京大学出版会　　1983・88年

・『史学概論』 太田秀通　　学生社　　1965年

・『歴史学叙説』 永原慶二　　東京大学出版会　　1978年

・『歴史科学体系』（全34巻） 歴史科学協議会編　　校倉書房　　1972～82年

・『日本歴史大系』（全６巻） 井上光貞・永原慶二・児玉幸多・大久保利謙編　　山川出版社　　1984～1990年

・『講座日本荘園史』（全10巻） 網野善彦・石井進・稲垣泰彦・永原慶二編　　吉川弘文館　　刊行中

・『日本仏教史』（全10巻） 辻善之助　　岩波書店　　1969～70年

・『争点・日本の歴史』（全６巻） 鈴木公雄他編　　新人物往来社　　1990～91年

・『一揆』 青木美智男他編　　東京大学出版会　　1981年

・『日本女性史論集』 総合女性史研究会編　　吉川弘文館　　刊行中

・『講座・前近代の天皇』 石上英一他編　　青木書店　　1992～95年

・『岩波講座　日本通史』 朝尾直弘他編　　岩波書店　　1993～96年

・『岩波講座　天皇と主権について考える』 網野善彦他編　　岩波書店　　2002年
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・『日本の時代史』 石上英一他編　　吉川弘文館　　2002年～

◆考古学◆

・『先史考古学論文集』（１・２） 山内清男　　示人社　　1997年

・『日本先史土器図譜』 山内清男　　示人社　　1997年

・『日本先史土器の縄紋』 山内清男　　示人社　　1997年

・『縄文時代の漁業』 渡辺誠　雄山閣　　1973年

・『縄文時代の植物食』 渡辺誠　雄山閣　　1975年

・『日本農耕社会の成立過程』 都出比呂志　　岩波書店　　1988年

・『前方後円墳の時代』 近藤義郎　　岩波書店　　1983年

・『日本考古学研究序説』 近藤義郎　　岩波書店　　1985年

・『古墳時代の研究』 小林行雄　　青木書店　　1961年

・『古代の技術』 小林行雄　　塙書房　　1962年

・『続古代の技術』 小林行雄　　塙書房　　1964年

・『古墳文化論考』 小林行雄　　平凡社　　1976年

・『古墳時代政治史序説』 川西宏幸　　塙書房　　1988年

・『須恵器大成』 田辺昭三　　角川書店　　1981年

・『論集終末期古墳』 森浩一編　　塙書房　　1973年

・『土器様式の成立とその背景』 西弘海　　真陽社　　1986年

・『中世土器研究序論』 橋本久和　　真陽社　　1995年

・『よみがえる中世』（全８巻） 川添昭二他　　平凡社　　1988～92年

・『縄文時代の考古学』（全12巻）小杉康他編　同成社　刊行中

・『弥生時代の考古学』（全９巻）設楽博己他編　同成社　刊行中

◆古　　代◆

・『古代史研究の最前線』（全４巻） 雄山閣　　1986～87年

・『東アジア世界における日本古代史講座』（全10巻） 井上光貞・西嶋定生・甘粕健・武田幸男編　　学生社　

1980年～84年

・『古代の日本』（全９巻） 竹内理三他編　　角川書店　　1970～71年

・『新版古代の日本』（全10巻） 坪井清足他編　　角川書店　　1991～93年

・『日本古代宮都の研究』 岸俊男　　岩波書店　　1988年

・『日本古代の儀礼と祭祀・信仰』（上・中・下） 和田萃　　塙書房　　1995～96年

・『日本の古代国家』 石母田正　　岩波書店　　1971年

・『日本古代国家の研究』 井上光貞　　岩波書店　　1965年

・『日本古典の研究』（上・下） 津田左右吉　　岩波書店　　1948・50年

・『大化前代社会組織の研究』 平野邦雄　　吉川弘文館　　1969年

・『大化前代政治過程の研究』 平野邦雄　　吉川弘文館　　1985年

・『日本古代王権の形成』 原島礼二　　校倉書房　　1987年

・『日本古代王権形成史論』 山尾幸久　　岩波書店　　1983年

・『日本古代国家史研究』 原秀三郎　　東京大学出版会　　1980年

・『日本古代国家成立史論』 吉田晶　　東京大学出版会　　1973年

・『日本古代国家の形成と東アジア』 鬼頭清明　　校倉書房　　1976年

・『日本古代国家の成立』 直木孝次郎　　社会思想社　　1987年

・『日本古代国家論究』 上田正昭　　塙書房　　1968年

・『日本古代史の基礎的研究』（上・下） 坂本太郎　　東京大学出版会　　1964年

・『新版日本古代社会』 渡部義通　　校倉書房　　1981年

・『日本古代政治史研究』 岸俊男　　塙書房　　1966年

・『日本古代政治史論』 門脇禎二　　塙書房　　1981年
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・『日本古代政治組織の研究』 八木充　　塙書房　　1986年

・『日本古代籍帳の研究』 岸俊男　　塙書房　　1973年

・『日本古代の国家と在地首長制』 大町健　　校倉書房　　1986年

・『日本古代の氏族と天皇』 直木孝次郎　　塙書房　　1964年

・『古代対外関係史の研究』 鈴木靖民　　吉川弘文館　　1985年

・『正倉院文書と木簡の研究』 東野治之　　塙書房　　1977年

・『初期荘園史の研究』 藤井一二　　塙書房　　1986年

・『奈良朝の政治と民衆』 北山茂夫　　校倉書房　　1982年

・『日本古代官僚制の研究』 早川庄八　　岩波書店　　1986年

・『日本古代共同体の研究』 門脇禎二　　東京大学出版会　　1960年

・『日本古代氏族の研究』 佐伯有清　　吉川弘文館　　1985年

・『日本古代社会構想史論』 吉田晶　　塙書房　　1968年

・『日本古代籍帳制度論』 平田耿二　　吉川弘文館　　1986年

・『日本古代の氏の構造』 義江明子　　吉川弘文館　　1986年

・『律令国家成立過程の研究』 八木充　　塙書房　　1968年

・『王朝国家国政史の研究』 坂本賞三編　　吉川弘文館　　1987年

・『古代末期政治史序説』 石母田正　　未来社　　1956年

・『平安前期政治史序説』 佐藤宗諄　　東京大学出版会　　1977年

・『日本の古代』（全15巻・別巻１） 中央公論社　　中公文庫　　1995年

・『石母田正著作集』 石母田正著、青木和夫他編　　岩波書店　　1988年

・『中国礼法と日本律令制』 池田温編　　東方書店　　1992年

・『律令国家と古代の社会』 吉田孝　　岩波書店　　1983年

・『日本古代の社会と国家』 吉村武彦　　岩波書店　　1996年

・『日本律令国家論攷』 青木和夫　　岩波書店　　1992年

・『平安宮成立史の研究』 橋本義則　　塙書房　　1995年

・『律令官僚制の研究』 吉川真司　　塙書房　　1998年

・『日本古代の交通と社会』 舘野和巳　　塙書房　　1998年

・『古代荘園史料の基礎的研究』（上・下） 石上英一　　塙書房　　1997年

・『奈良平安時代史研究』 土田直鎮　　吉川弘文館　　1992年

・『荘園史の研究』（全３巻） 西岡虎之助　　岩波書店　　1966年

◆中　　世◆

・『平安貴族社会の研究』 橋本義彦　　吉川弘文館　　1987年

・『石母田正著作集』 石母田正著、青木和夫他編　　岩波書店　　1988年

・『日本中世の経済構造』 桜井英治　　岩波書店　　1996年

・『鎌倉時代の朝幕関係』 森茂暁　　思文閣出版　　1991年

・『商北朝期公武関係史の研究』 森茂暁　　文献出版　　1984年

・『室町幕府解体過程の研究』 今谷明　　岩波書店　　1985年

・『鎌倉時代政治史研究』 上横手雅敬　　吉川弘文館　　1991年

・『日本中世の地域と社会』 三浦圭一　　思文閣出版　　1993年

・『中世京都文化の周縁』 川嶋將生　　思文閣出版　　1992年

・『無縁・公界・楽』 網野善彦　　平凡社　　1978年

・『日本の中世国家』 佐藤進一　　岩波書店　　1983年

・『鎌倉幕府訴訟制度の研究』 佐藤進一　　岩波書店　　1993年

・『室町幕府守護制度の研究』 佐藤進一　　東京大学出版会　　1988年

・『日本中世国家史の研究』 石井進　　岩波書店　　1970年

・『日本領主制成立史の研究』 戸田芳実　　岩波書店　　1967年

・『日本中世農村史の研究』 大山喬平　　岩波書店　　1967年
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・『日本中世の国家と宗教』 黒田俊雄　　岩波書店　　1975年

・『日本中世社会構造の研究』 永原慶二　　岩波書店　　1973年

・『王法と仏法』 黒田俊雄　　法蔵館　　1983年

・『日本中世の村落』 清水三男　　校倉書房　　1948年　　『清水三男著作集』２　　1974年所収

・『荘園支配構造の研究』 仲村研　　吉川弘文館　　1978年

・『中世・近世の国家と社会』 永原慶二・稲垣泰彦・山口啓二編　　東京大学出版会　　1986年

・『中世社会の研究』 松本新八郎　　東京大学出版会　　1956年

・『中世の社会と思想』（上・下） 松本新八郎　　校倉書房　　1983・85年

・『中世禅宗史の研究』 今枝愛真　　東京大学出版会　　1970年

・『黒田俊男著作集』 法蔵館　　1994年

・『平氏政権の研究』 田中文英　　思文閣出版　　1994年

・『中世の法と国家』 石母田正・佐藤進一編　　東京大学出版会　　1960年

・『日本中世法史論』 笠松宏至　　東京大学出版会　　1979年

・『中世封建制成立史論』 河音能平　　東京大学出版会　　1971年

・『日本中世政治史研究』 上横手雅敬　　塙書房　　1970年

・『鎌倉幕府御家人制度の研究』 田中稔　　吉川弘文館　　1991年

・『日本中世封建制論』 黒田俊雄　　東京大学出版会　　1974年

・『戦国期の権力と社会』 永原慶二編　　東京大学出版会　　1976年

・『戦国法成立史論』 勝俣鎮夫　　東京大学出版会　　1979年

・『中世民衆生活史の研究』 三浦圭一　　思文閣出版　　1981年

・『中世民衆の生活文化』 横井清　　東京大学出版会　　1975年

・『南北朝内乱史論』 佐藤和彦　　東京大学出版会　　1979年

・『日本前近代の国家と対外関係』 田中健夫編　　吉川弘文館　　1987年

・『日本中世の非農業民と天皇』 網野善彦　　岩波書店　　1984年

・『山城国一揆』 日本史研究会・歴史学研究会編　　東京大学出版会　　1986年

・『中世藝能史の研究』 林屋辰三郎　　岩波書店　　1962年

・『洛中洛外の社会史』 川嶋将生　　思文閣出版　　1999年

◆近　　世◆

・『織田政権の基礎構造』（１・２） 脇田修　　東京大学出版会　　1975・77年

・『解体期の農村社会と支配』 津田秀夫編　　校倉書房　　1978年

・『近世国家の成立過程』 津田秀夫　　塙書房　　1982年

・『近世対外関係史の研究』 中田易直　　吉川弘文館　　1984年

・『講座日本近世史』（全10巻） 深谷克己他編　　有斐閣　　1980～88年

・『近世農村構造の史的分析』 長谷川伸三　　柏書房　　1981年

・『近世の支配体制と社会構造』 北島正元編　　吉川弘文館　　1983年

・『近世の村社会と国家』 水本邦彦　　東京大学出版会　　1987年

・『近世封建社会の基礎構造』 朝尾直弘　　御茶の水書房　　1967年

・『近世封建制成立史論』 脇田修　　東京大学出版会　　1977年

・『日本政治思想史研究』 丸山真男　　東京大学出版会　　1952年

・『日本封建思想史研究』 尾藤正英　　青木書店　　1961年

・『近世日本の儒教と文化』 衣笠安喜　　思文閣出版　　1990年

・『天保期の人民闘争と社会変革』（上・下） 百姓一揆研究会編　　校倉書房　　1980・82年

・『日本の封建社会』 中村吉治　　校倉書房　　1979年

・『増補日本封建制下の都市と社会』 原田伴彦　　三一書房　　1981年

・『日本封建制と幕藩体制』 藤野保　　塙書房　　1983年

・『幕藩制国家の経済構造』 長野ひろ子　　吉川弘文館　　1987年

・『幕藩制国家の政治史研究』 藤田寛　　校倉書房　　1987年
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・『幕藩制国家論』（上・下） 佐々木潤之介　　東京大学出版会　　1984年

・『幕藩制成立期の基礎的研究』 小村弌　　吉川弘文館　　1983年

・『幕藩制の地域支配と在地構造』 福島雅蔵　　柏書房　　1987年

・『封建社会解体過程研究序説』 津田秀夫　　塙書房　　1970年

・『封建領主制と共同体』 矢木明夫　　塙書房　　1972年

・『地主制成立期の農業構造』 山崎隆三　　青木書房　　1961年

・『日本の近世』（全18巻） 中央公論社　　1991～94年

・『近世の郷村自治と行政』 水本邦彦　　東京大学出版会　　1994年

・『近世儒学思想史の研究』 衣笠安喜　　法政大学出版会　　1976年

・『丸山眞男集』 岩波書店　　1995～97年

・『江戸の思想』 （１～10号） ぺりかん社　　1998年

・『豊臣平和令と戦国社会』 藤木久志　　東京大学出版会　　1985年

・『日本近世の村と百姓的世界』 白川部達夫　　校倉書房　　1994年

・『幕藩制国家の琉球支配』 紙屋敦之　　校倉書房　　1990年

・『日本近世のアイヌ社会』 岩崎奈緒子　　校倉書房　　1998年

・『幕末民衆思想の研究』 桂島宣弘　　文理閣　　1992年

・『近世日本と東アジア』 荒野泰典　　東京大学出版会　　1988年

・『国訴と百姓一揆の研究』 薮田貫　　校倉書房　　1992年

・『近世日本の国家権力と宗教』 高埜利彦　　東京大学出版会　　1989年

・『本居宣長』 子安宣邦　　岩波書店（岩波現代文庫） 2001年

・『身分的周縁』 塚田孝他編　　部落問題研究所　　1994年

・『将軍権力の創出』 朝尾直弘　　岩波書店　　1994年

・『近世京都町組発達史』 秋山国王　　法政大学出版会　　1980年

・『日本都市史入門』（３巻） 高橋康夫・吉田伸之　　東京大学出版会　　1990年

・『思想史の19世紀』 桂島宣弘　　ぺりかん社　　1999年

◆近・現代◆

・『近代日本研究入門』 中村隆英・伊藤隆編　　東京大学出版会　　1977年

・『シリーズ　日本近現代史』全４巻　　岩波書店　　1993年

・『近代日本の軌跡』全10巻　　田中彰他編　　吉川弘文館　　1994年～

・『近代日本と植民地』全８巻　　岩波書店　　1992年～

・『現代日本社会』全７巻　　東京大学社会科学研究所編　　東京大学出版会　　1991年

・『年報・近代日本研究』シリーズ　　山川出版社　　1979年～

・『20世紀システム』全６巻　　東京大学社会科学研究所編　　東京大学出版会　　1998年

・『日本近代史における転換期の研究』 坂野潤治・宮地正人編　　山川出版社　　1985年

・『明治維新』 遠山茂樹　　岩波書店　　1951年

・『明治維新政治史研究』 田中彰　　青木書店　　1963年

・『明治維新の権力基盤』 芝原拓自　　御茶の水書房　　1965年

・『明治維新』 永井道雄・Mウルティラ　　東京大学出版会　　1986年

・『明治維新の国際的環境』 石井孝　　吉川弘文館　　1957年

・『日本近代化の世界史的位置』 芝原拓自　　岩波書店　　1981年

・『明治維新と近代化』 桑原武夫　　小学館　　1984年

・『明治維新とナショナリズム』 三谷博　　山川出版社　　1997年

・『近代日本と国語ナショナリズム』 長志珠絵　　吉川弘文館　　1998年

・『幕末・明治期の国民国家形成と文化受容』 西川長夫・松宮秀治　　新曜社　　1994年

・『近代日本の差別と性文化』 今西一　　雄山閣　　1998年

・『比較国制史研究序説』 鈴木正幸ほか編　　柏書房　　1992年

・『日本近代国家の形成』 原口清　　岩波書店　　1968年
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・『明治政治史の基礎過程』 有泉貞夫　　吉川弘文館　　1980年

・『明治憲法体制の確立』 坂野潤治　　東京大学出版会　　1971年

・『明治国家形成と地方経営』 御厨貴　　東京大学出版会　　1980年

・『明治国家形成と伊藤博文』 坂本一登　　吉川弘文館　　1992年

・『明治維新と宗教』 羽賀祥二　　筑摩書房　　1994年

・『日本の近代化と民衆思想』 安丸良夫　　青木書店　　1974年

・『近代天皇制の支配秩序』 鈴木正幸　　校倉書房　　1986年

・『近代天皇制の成立』 遠山茂樹編　　岩波書店　　1987年

・『明治大帝』 飛鳥井雅道　　筑摩ライブラリー　　1989年

・『近代天皇像の形成』 安丸良夫　　岩波書店　　1992年

・『近代天皇制の政治史的研究』 高木博志　　校倉書房　　1997年

・『天皇の政治史』 安田浩　　青木書店　　1998年

・『日清戦争の研究』 中塚明　　青木書店　　1968年

・『日清戦争への道』 高橋秀直　　東京創元社　　1995年

・『日本陸軍と大陸政策』 北岡伸一　　東京大学出版会　　1978年

・『日本の大陸政策』 小林道彦　　南窓社　　1996年

・『社会主義運動史』 歴史科学協議会編　　校倉書房　　1978年

・『日露戦後政治史の研究』 宮地正人　　東京大学出版会　　1973年

・『大正デモクラシー論』 松尾尊　　岩波書店　　1974年

・『日本政党政治の形成』 三谷太一郎　　東京大学出版会　　1967年

・『大正政変』 坂野潤治　　ミネルヴァ書房　　1982年

・『大正デモクラシー史論』 安田浩　　校倉書房　　1994年

・『憲政の常道』 小路田泰直　　青木書店　　1995年

・『国民＜喪失＞の近代』 小路田泰直　　吉川弘文館　　1998年

・『資本主義形成期の秩序意識』 鹿野政直　　筑摩書房　　1969年

・『形成期の明治地主制』 丹羽邦男　　塙書房　　1964年

・『近代日本地主制史研究』 中村政則　　東京大学出版会　　1979年

・『近代日本における地主経営の展開』 大石嘉一郎　　御茶の水書房　　1985年

・『近代日本の地域社会と名望家』 高久嶺之介　　柏書房　　1997年

・『危機の中の協調外交』 井上寿一　　山川出版社　　1994年

・『日本帝国主義史』（１・２） 大石嘉一郎編　　東京大学出版会　　1985・87年

・『戦後政治』（上・下） 升味準之輔　　東京大学出版会　　1983年

・『戦後日本の市場と政治』 樋渡展洋　　東京大学出版会　　1991年

・『戦後政治と日米関係』 樋渡由美　　東京大学出版会　　1990年

・『戦時戦後体制論』 雨宮昭一　　岩波書店　　1997年

◆雑　誌◆

・『日本考古学』 日本考古学協会

・『考古学雑誌』 日本考古学会編　　１号（1910年～）

・『私たちの考古学』 １巻１号～５巻４号（1954～59年）

・『考古学研究』 考古学研究会編　　１号（1959年～）

・『古代学研究』 古代学研究会編　　１号（1949年～）

・『季刊 考古学』 雄山閣　　１号（1982年～）

・『月刊 考古学ジャーナル』 ニュー・サイエンス社　　１号（1966年～）

・『日本史研究』 日本史研究会編　　１号（1946年５月～）

・『歴史学研究』 歴史学研究会編　　１巻１号（1934年１月～）

・『日本歴史』 日本歴史学会編　　１号（1946年６月～）

・『歴史評論』 民主主義科学者協議会編　　１巻１号（1946年10月～）

― 34 ―



・『ヒストリア』 大阪歴史学会編　　１号（1951年９月～）

・『新しい歴史学のために』 京都民科歴史部会編　　１号（1951年～）

・『国史学』 （国学院大学）国史学会編　　１号（1929年11月～）

・『史学雑誌』 （東京大学）史学会編　　１編１号（1889年12月～）

・『史林』 （京都大学）史学研究会編　　１巻１号（1916年１月～）

・『歴史地理教育』 歴史教育者協議会編　　１号（1954年８月～）

・『信濃』 信濃史学会編　　１号（1942年１月～）

・『歴史科学』 青木書店　　１号（1922年５月～）

・『立命館史学』 立命館史学会編　　１号（1980年５月～）

・『古文書研究』 日本古文書学会編　　１号（1968年６月～）

・『藝能史研究』 藝能史研究會編　　１号（1963年４月～）
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科目一覧と履修方法
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¡専門科目　日本史学専攻

１．科目名のカッコ内数字は単位数を示します。
２．＊のついた科目は、日本史学専攻の学生のみが受講できます。
３．＃のついた科目は、重複受講ができます。
４．下線のついた科目は、その回生でしか受講できません。

日本史学専攻全回生

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

日本史概説Ⅰ～Ⅷ（各２）

共　　　通 日本現代史概説Ⅰ・Ⅱ（各２）

考古学概説Ⅰ・Ⅱ（各２）

＊＃日本史史料講読（２） ＊＃古文書学（２）

日　本　史
日本文化史Ⅰ･Ⅱ（各２） ＃日本史特殊講義Ⅰ～Ⅹ（各２）

日本史学史（２）

日本思想史Ⅰ･Ⅱ（各２）

＊考古学実習入門（４）：通年 ＊考古学実習（４）：通年 ＃考古学特殊講義Ⅰ･Ⅱ（各２）

考古学史（２） 文化財科学（２）

環境考古学（２） 理論考古学（２）

考　古　学 形質人類学（２）

情報考古学（２）

＊考古学研究法Ⅰ･Ⅱ（各２）

＊＃考古学外書講読（２）

＊日本史研究入門（４）：通年 ＊日本史基礎講読（４）：通年 日本史演習Ⅰ（４）：通年 日本史演習Ⅱ（４）：通年

小　集　団 ＊考古学基礎講読（４）：通年 考古学演習Ⅰ（４）：通年 考古学演習Ⅱ（４）：通年

＊卒業論文（４）：通年
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™履修方法

必修科目（卒業するために必ず単位を修得しなければならない科目）

① 古文書学（３回生以上） 日本史コース２科目４単位必修

② 考古学実習（２回生以上） 考古学コース４単位必修

③
日本史演習Ⅱ（４回生以上）

日本史コース４単位選択必修
ゼミナールⅡ（テーマリサーチ）（４回生以上）

④
考古学演習Ⅱ（４回生以上）

考古学コース４単位選択必修
ゼミナールⅡ（テーマリサーチ）（４回生以上）

⑤ 卒業論文 ４単位必修

登録必修科目（必ず登録・受講しなければならない科目）

⑥ 史学概論Ⅰ・Ⅱ（１回生以上） ２科目４単位選択

日本史概説Ⅰ～Ⅷ（１回生以上）ア□ 〈2008年度以前入学生〉
⑦ 日本現代史概説Ⅰ・Ⅱ（１回生以上）イ□ ２科目４単位選択
注 考古学概説Ⅰ・Ⅱ（１回生以上）ウ□

日本史概説Ⅰ～Ⅷ（１回生以上）ア□ 〈2009年度以降入学生〉
⑧ 日本史特殊講義Ⅰ～Ⅹ（３回生以上）イ□ ２科目４単位選択
注 考古学概説Ⅰ・Ⅱ（１回生以上）ウ□

⑨ 日本史史料講読（２回生以上）
日本史コース４科目８単位
（２･３回生で各４単位）

⑩ 考古学史（２回生以上） 考古学コース２単位

⑪ 考古学特殊講義Ⅰ・Ⅱ（３回生以上） 考古学コース２科目４単位

⑫ 文化財科学（３回生以上） 考古学コース２単位

⑬ 考古学外書講読（３回生以上） 考古学コース２単位

⑭ 日本史研究入門（１回生のみ） ４単位

⑮ 日本史基礎講読（２回生のみ） 日本史コース４単位

⑯ 考古学基礎講読（２回生のみ） 考古学コース４単位

⑰
日本史演習Ⅰ（３回生のみ）

日本史コース４単位
ゼミナールⅠ（テーマリサーチ）（３回生のみ）

⑱
考古学演習Ⅰ（３回生のみ）

考古学コース４単位
ゼミナールⅠ（テーマリサーチ）（３回生のみ）

専門科目以外の登録必修科目
・リテラシー入門（教養科目：２単位） １回生前期
・外国文化講読（英語）（人文科学総合講座：４単位） ３回生通年　※2008年度以前入学生のみ

注）２科目を選択する際には、ア□から１科目、イ□から１科目というように、別の群の中から１科目以上選ん
で下さい。
例：ア□「日本史概説Ⅰ」、ウ□「考古学概説Ⅱ」を登録・受講

※社会人学生のみなさんは、③④⑤以外の必修科目、および登録必修科目はありません。ただし、条件の許す限り、上記
の必修・登録必修科目は履修してください。

受講登録方法は履修要項を参照してください。
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